
　２学期の学校アンケートにご協力いただきありがとうございました。集計結果をご報告させていただき
ます。本校は、「人との繋がりの中で心を育み、夢に向かって考動し、八児で生きる生徒の育成」という
学校教育目標を掲げ、「規律ある生活習慣の確立」「確かな学力の育成（授業規律・授業改善・家庭学習
習慣の確立）と体力の向上」「組織的・機動的な生徒指導体制の確立」などの重点目標をもとに日々の教
育活動に取り組んでおります。
　このアンケート結果を今後の教育活動に生かしてまいりますので、より一層本校の教育活動へのご協力
よろしくお願いいたします。

やすらぎと笑顔の学校　 八児中学校
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朝は希望に起き
昼は努力に生き
夜は感謝に眠る
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○　学校生活について
　「１５．私は、学校行事に意欲的に取り組んでいる」について、肯定的に答えた生徒の割合が、１学期
と同様に９割を超えている。２学期は、５０周年行事等の生徒が主体的に企画・参加できる学校行事が開
催され、「十分にあてはまっている」と答えた生徒が大きく増加した。「１６．私は、地域行事やボラン
ティア活動に参加することがよくある」についても、保育・介護ボランティア体験、市民センターでのさ
つま芋の販売やボランティア部の地域行事への参加などにより、増加した。
　「７．将来の夢や希望を考えている」「８．私には良いところがある」の質問には肯定的な回答が多く
見られたが、「１１．悩み事を相談できる人がいる」について、「あまりあてはまっていない」と答えた
生徒が増加している。２学期は様々な学校行事が行われ、様々な人との人間関係の構築の機会が広がった
一方で、思春期特有の迷いや不安も多くなり、人間関係も複雑なものになる。教師は常に高いアンテナを
たて、生徒の変化を察知しつつ、温かく見守ることができるような学校の雰囲気づくりに努めていく。

○　学習について
　「２．放課後教室や八児タイムも学力の向上に活用している」について、肯定的に答えた生徒の割合
が、１学期に比べ約１０ポイント増加した。今年度は全学年で競い合う形式の基礎学力コンクールを実施
したことで、学級全体で声を掛け合いながら学習する姿勢が多く見られるとともに、放課後教室の参加者
も増加した。しかし、「３．家で自分で計画を立てて勉強をしている。」について、肯定的に答えた生徒
の割合が、１学期と比較して若干増加したものの、６０％を下回る結果であった。今年度も配布している
「学習のススメ」をもう一度見直し、家庭学習が習慣化するような手立てを模索していく必要がある。

○　読書について
　「9．私は朝読書や子ども読書の日、授業での図書館の利用を通して、本を読むことが好きである」に
ついて、肯定的に答えた生徒の割合が、１学期に比べ、減少しているが、「十分にあてはまっている」生
徒の割合は増加している。２学期は、１学期に引き続き、「朝読書」「読みリンピック」を実施した。
「読みリンピック」では、図書館来館者数や本の貸出数をクラスで競うことに加え、「ガチャ本」などの
新しい取組を行った。来館者数・貸出数については、ポイント制にしてグラフにし、視覚化したことで各
学級の状況がわかり、生徒の図書館来館の意欲が向上した。「まずは来館して本を手に取ってみる」こと
が実践され、本に対する興味・関心を高めることができた。
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